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１．概要（Summary） 

我々のグループでは、次世代の白色 LED の蛍光体材

料として近年注目を集めている Cl_MS (組成式

(Ca1-x-ySrxEuy)7(SiO3)6Cl2)の優れた発光特性の起源の

解明を目的とし、その精密な構造解析を進めている。 
これまでの研究から、Cl_MS の化学組成を変化させる

ことで、その発光特性を制御できることが明らかになりつ

つある[1]。一方で、発光を担う元素である Eu の占有する

結晶学的サイトやそのサイトにおける元素の比率に関して

は一定の傾向をつかみつつあるもののその詳細は明らか

になっていなかった。 
そこで、本課題ではCl_MSの化学組成をEDX測定に

より決定し、その結果と放射光単結晶 X 線回折測定の結

果を組み合わせることで、発光サイト中の元素の含有量を

決定することを目指す。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 走査型電子顕微鏡（SEM S4300 付属のオスミウムコー

ター） 
【実験方法】 

酸化物蛍光体 Cl_MS は絶縁体であり、その組成分析

を行うためには、導電処理が欠かせない。そこで、SEM 
S4300 付属のオスミウムコーターを用いて、単結晶試料

の導電処理を行った。 
導電処理を行った試料の化学組成分析を、当研究室

保有の SEM-EDS を用いて行った。測定は、Eu の含有

量の異なる 2 種類の試料に関して行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 測定を終えた直後であり、詳細な解析は進んでおらず、

現在高い精度の定量分析を行うために、蒸着するオスミウ

ムの膜厚や EDS の測定条件などの最適な条件決定を進

めている最中である。一方で、オスミウムコーターを用いて

導電処理を行うことで、試料の帯電を防ぐことに成功し、

定量的な組成分析が可能になりつつある。Fig. 1 に示す

通り、本系では、Ca、Sr、Eu の占有するサイトとして 3 種

類の結晶学的なサイトが予想されているが、今後試料の

化学組成を明らかにし、放射光施設での解析結果と組み

合わせることで、それぞれのサイトにおける元素の占有量

の決定を進めていきたいと考えている。 
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Fig. 1 Crystal structure of Cl_MS, (Ca1-x-ySrxEuy)7(SiO3)6Cl2. 

Detailed illustration of cationic sites M1, M2, and M3 are 

indicated at the lower side of the figure. 


